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［要約］演者 ら は、学 校 週 五 目制 の 完全実施 を 見 通 して 、自 然 の 家 ・図 蒋館等 の 社 会 教 育 施 設 に お け る

科 学 教育活 動 展 開 の 璋1∫能性 を 探 る た め、1995年度 よ り継続 して 呉体 的 プ ロ グ ラ ム を 開発 し、先櫛的試行

を 行 っ て い る 。 そ こ で は 、  サ ウ ン ド・オ ブ ・サ イ エ ン ス 、  夏休み 中学生科学実験講座、  畜産科学

教 室 、   温 泉学探求講座 、   海 の 自然科学教室 、 な ど の ユ ニ
ー

ク な 活動 が 試行 さ れ た 。
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1　 は じ め 1こ

　 すべ て の 人 が 白然の 不 患議 を 体験 した り、科 学

す る 楽 しさを味わ っ た りで き る よ う に、施設 や機

会 を 提 供 す る こ と は 、科 学 教育儺 係者の 重要 な 任

務 で あ る と言 え よ う g 従 来 こ の よ う な 役 踊 は 学 校

及 び 学校 教 師 が 果 た す べ き もの と考 え られ て い た

が 、今 日 で は 博 物 館、科 学 館 、自然 の 家 、野 外 括

勁 セ ン タ
ー、教育 セ ン タ

ー、公園、鋼 書蛇、民 間

会 社 の 展 示 場 な ど、社 会 教 育 施 設 の 充 実 に よ り、

そ れ ら の 施 設 に お い て も、自然 ・科 学 感 動体験 が

可能 と な って きた 。

　 こ れ ら の 祉会 教 育施設で 実施 さ れ て い る 科学 に

開係す る 諸活動 は 、内容 ・方法 は 多種 。多様 で あ

る が、学校 で は 実施困 難 な 内 容 と 規 模 の もの もあ

り、学 校 教 育 の 改 善 に も参 考 に な る と思 わ れ る 。

　本 報 告で は、文 部 省 生 涯 学 習 局 社 会 教 育課が り

一ダ ー
シ ッ プ を 取 り、演者を は じ め 標記 の メ ン バ

ーが 共 同 研 究 者 と な って 、 1996 年 度 に   国立

科学博物館、  国 立 オ リ ン ピ ッ ク記 念 セ ン ター、

  三 瓶青年の 家 、   干葉県、滋賀 県、和歌 山 県、

福岡 県 （博物 館 ） 、  大 分 県 （臠 警 館 ）、  そ の

他 の ？j少 年 の 家、に お い て 開 発 さ れ 、実 施 さ れ た

科 学 教 育 プ ロ グ ラ ム の 概 要 を 秘 告 し、学 校 週 五 m

制 時 代 に お け る学 校 ・社 会 融 合 の 科学 教 育展開 の

可 能性 に つ い て 展 翅 して み た い と 恐 う。

　 ク ll己倉．レ ン ク ・
）

　 。温 度 計 作 り　 ・ピ ン ホ ール カ メ ラ 　 ・望 遠鏡

　　作り　 ・手作り ロ ケ ッ ト　 。化学の 不 思議

（3）畜産 科学教 室 （国立三 瓶青年の 家）

　 。和牛 の 母子 の 趣 態 覲 禦 　 ’　’1：肉 を 科 学 す る

　
・三 瓶 山 麺 の 穂 虫 と土 壌 　

・動 物 の 生 殖

（4） 温 泉 学 探 求 講 座 （大 分 県 立 図魯 館）

　 ・ 温 泉 と 火 山活 動 　 ・ 澄 泉 治 療 　 ・旅 と温 泉

　 。温 泉 と地 域 振 興 　 。鶴見 毋 噴 火 の 歴 史

（5） 海 の 自然 科学教 室 （国 立着 狭 湾 少 年 自 然 の 家 ）

　  君 も漁 師 だ、板 煎 だ一漁 業 体験 一

　　櫓漕ぎ、磯釣 り、定 置 網引 き、魚 料 理

　  レ ッ ツ ・マ リ ン
ー海 中体験

一

　　稚魚 の 放 流、海 中観察 、 魚 レ プ リ カ 作 り

（6）科学 と 遊 ぶ 、サ イ エ ン ス 広 場 （福 騰 県 青少 年

　科学館）

　  体 験 の 科 学

　　
・っ か ん で ご らん 　

・回 転 椅子　
・
不 思 議 な

　　　エ ァ
ーボー

ル 　 ・お もしろ 腕 　・空中浮遊

　　
・音 の 出 る フ ィ ル ム 　

・空 気 砲 　 ・シ ャ ボ ン

　 　 の 家　 ・郷 子 の 実 シ ュ
ーテ ィ ン グ　 。鑓

  実 験 ・工作

　 電 気 パ ン 、浮 羽 べ 一パ ー
、

ロ ウ ソ ク作 り

　　リサ イ ク ル 庵 池作 り、ブ ーメ ラ ン 作 り

　 　・ア イ ス ク リーム と シ ャ
ーベ ッ ト

2 　 開 発 さ れ た プ ロ グラ ム の 亊 例

（【） サ ウ ン ド 。オ ブ ・サ イ エ ン ス （国立科学博物

　館）

　 ・音 を科 学 す る 　 ・サ ウ ン ド・パ フ ォ
ー

マ ン ス

　 ・サ ウ ン ドマ ッ プ 作 り　 ・乗 り物 、イ ル カ の 音

　 ・音を作 る、見 る　 ・音の メ ッ セ ージ 発 表

（2） 夏休 み 中学生科学実験教室 （国立オ リ ン ピ・y

3　 学社 融 合科学教室の 今後の 展 望

　　 こ こ に 紹 介 した 活 勁 は、主 と して 国立 置少年

、社 会 教 育 施 設 に お い て 閼発 ・試 行 さ れ た もの が

　ほ と ん ど で あ る 。今 後 徑 道 融 県 や 市 町 村等 の 社

　会 教 育 施 設 に こ の よ う な 活 動 が 広 が っ て 行 け ば、

　学 社 融 合科学教 室 の 未来 は か な り明 る い もの と

　な る で あろ う。
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